
9月15日（月）　敬老の日　  �
柄澤ツマさん100歳のお祝い�
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　９月15日、100歳を迎えた上桐
の柄澤ツマさんの家に取材に行っ
てきました。耳が遠いらしく、会
話するというわけにはいきません
でしたが、玄孫が花束を渡すとう
れしそうに目を細め受け取ってい
る姿が印象的でした。�ちなみに
ツマさんが生まれた明治36年はラ
イト兄弟が初めて動力飛行機の飛
行に成功した年にあたります。編
集者は現在24歳。４倍してもまだ
足りません。編集者にとって遠い
昔の話しでも、ツマさんにとって
は実際に見たり、体験してきたこ
とを考えると100年という時間の
長さを感じました。�さて和島村
で100歳の人が出たのは平成４年
の大矢マツノさんに続いて２人目。
みなさんも100歳を目指して健康
には気をつかっていきましょう。 
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○シートベルト・チャイルドシート着
用使用強調週間（10日まで）�

○村民親善運動会（村民運動広場）�

○シルバー年知らず教室�

○心配ごと相談�

○胃がん・大腸がん検診�
○配食サービス�

○胃がん・大腸がん検診�

○ひよこくらぶ・牧場見学�
　（役場10時集合）�

○体育館一般開放日�

○第2回ニュースポーツ大会�

○ヘルスアップ教室�
○配食サービス�

○1歳6ヶ月検診　○配食サービス�
○ヘルスアップ教室（保健センター）�

○シルバー年知らず教室�
○人権相談所　○行政相談所�

�

○環境美化運動�

○シルバー年知らず教室�

○ポリオ生ワクチン予防接種�
○配食サービス�

○年金相談所開設�
○シルバークッキング教室�

○生涯学習フェスティバルinワシマ�
　（村体育館）�

○シルバー年知らず教室�

○乳児検診�
○心配ごと相談�

○心配ごと相談�

○生涯学習フェスティバルinワシマ�
　（村体育館）�

○配食サービス�

　さて今月のもう一枚は、９月13
日に行なわれた北辰中学校ふれあ
い体育祭での応援合戦での一場面
の写真です。青軍の応援で５段の
ピラミッドがみごとに組みあがっ
た瞬間を撮らえました。�
　一番上の生徒が立ったのはほん
の一瞬でしたが、ピラミッドが出
来上がると観客席の方から「オー」
という歓声とともに拍手が自然と
沸き起こりました。応援合戦は青
軍が勝ちましたが、この５段組の
ピラミッドがとても印象に残って
います。�
　今月は、こうして一瞬を撮った
一枚です。�

�
体育の日�

和島村の人口と世帯数�
人　口　5 , 1 1 4人（－８人） 
　●男　2 , 4 6 8人（－５人） 
　●女　2 , 6 4 6人（－３人） 
世帯数　1 , 3 1 4戸（±０戸） 

※８月末現在・（　）内は前月比 
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▲ 現在の北辰中学校 
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11月1日(土) 
9時開場　9時40分開演 
　　　　11時20分終演予定 
会場　北辰中学校体育館 
入場無料 
 

　北辰中学校は創立50周年を迎えました。それ
を記念してグランドピアノを購入します。 
　ピアノを購入するにあたっては村民皆さんから
たくさんのご寄付をいただき、大変ありがとうご
ざいました。 
　このたび、県内在住で活躍していますお二人を
お迎えし、ピアノとヴァイオリンによるコンサー
トを行います。秋の一日新しいピアノの音色を心
ゆくまでお楽しみください。 

ヴァイオリン　岡　礼子さん 
新潟市出身　東京芸術大学卒業  
ピアノ　相馬　上子さん 
新潟市出身　東京芸術大学卒業　大学院修了 

■
学
校
の
災
難 

　
中
学
校
完
成
ま
も
な
い
昭
和
31
年
３
月
、

Ａ
校
舎
裏
山
が
数
度
の
山
崩
れ
で
、
校
舎
に
被

害
を
受
け
ま
す
。
そ
の
た
め
図
書
室
等
を
移
築

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
昭
和
32
年
、
昭
和
36
年
、
昭
和
45
年

と
そ
れ
ぞ
れ
集
中
豪
雨
で
裏
山
の
崩
れ
、
グ
ラ

ン
ド
へ
の
土
砂
流
出
、
決
壊
、
校
庭
へ
の
大
亀

裂
等
々
被
害
を
受
け
ま
す
。
さ
ら
に
昭
和
36

年
９
月
16
日
に
は
第
二
室
戸
台
風
で
校
舎
に

甚
大
な
被
害
を
う
け
補
修
を
し
て
い
ま
す
。 

　
昭
和
49
年
に
は
校
舎
耐
久
検
査
の
結
果
、

危
険
校
舎
に
該
当
さ
れ
、
校
地
の
現
状
も
考
え
、

校
舎
移
転
と
あ
わ
せ
て
新
校
舎
建
設
が
検
討
さ

れ
は
じ
め
ま
す
。 

■
新
校
舎
建
設 

　
昭
和
52
年
新
校
舎
の
位
置
に
つ
い
て
大
所

高
所
の
観
点
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
島
崎
地
内

の
通
称
長
者
ヶ
原
が
選
定
さ
れ
ま
す
。 

　
昭
和
56
年
７
月
22
日
に
新
校
舎
引
渡
式
が

行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
際
、
旧
校
舎
か
ら
校
旗

を
先
頭
に
宮
島
治
夫
校
長
以
下
学
校
職
員
17
名
、

全
校
生
徒
２
１
４
名
が
隊
列
を
組
ん
で
長
者
ヶ

原
ま
で
大
行
進
し
式
に
参
列
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
地
域
を
あ
げ
て
の
待
望
さ
れ
た

新
校
舎
建
設
で
あ
り
ま
し
た
。 

  

■
剣
道
部
の
活
躍 

　
そ
の
歴
史
は
野
本
修
治
先
生
が
北
辰
中
学
校

に
赴
任
し
て
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

　
北
辰
中
学
校
『
沿
革
誌
』
に
よ
る
と
昭
和
34

年
11
月
29
日
に
剣
道
講
習
会
が
行
な
わ
れ
た

と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
３
年
後
の
昭
和
37
年
に
東
日
本
中
学

校
剣
道
大
会
に
出
場
し
３
位
。
昭
和
39
年
と

昭
和
41
年
は
見
事
、
優
勝
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
も
昭
和
45
年
に
第
一
回
県
中
学
選
抜

総
合
体
育
大
会
に
出
場
。
団
体
２
位
の
成
績
を

収
め
る
な
ど
、
北
辰
中
学
校
の
剣
道
は
一
時
代

を
築
き
ま
す
。 

　
し
か
し
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
昭
和
50
年

代
前
半
ま
で
は
徐
々
に
剣
道
部
も
当
初
の
勢
い

を
失
い
は
じ
め
ま
す
。 

　
こ
こ
で
一
大
転
機
が
お
と
ず
れ
ま
す
。
そ
れ

が
昭
和
53
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
少
年
剣
道
教

室
で
す
。
こ
れ
が
、
き
っ
か
け
で
、
北
辰
中
学

校
の
剣
道
部
は
再
び
勢
い
を
取
り
戻
り
ま
す
。 

　
そ
し
て
昭
和
62
年
、
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会
で
女
子
剣
道
部
が
優
勝
、
北
信
越
中
学
校

総
合
体
育
大
会
で
も
３
位
に
な
り
、
全
国
中
学

校
選
抜
剣
道
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
も
女
子
剣
道
部
は
団
体
で
平
成
２
年
、

平
成
３
年
と
連
続
で
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
第
二
の
黄
金
期
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
平
成
４
、
５
、
６
、
７
、
８
年
に
県
大
会
に

出
場
。
９
、
10
年
に
は
男
子
個
人
が
全
国
大

会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
12
年
に
も
北
信
越
大
会
に
男
女
団
体

が
出
場
。
女
子
剣
道
部
が
団
体
で
全
国
大
会
剣

道
に
出
場
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
輝
か
し
い
歴
史
の
あ
る
剣
道
部
。

地
域
の
人
た
ち
の
情
熱
が
こ
れ
ら
の
輝
か
し
い

成
績
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
北
辰
中
学
校
剣

道
部
の
こ
の
伝
統
は
、
ま
さ
に
部
活
の
モ
デ
ル

で
す
。
こ
の
伝
統
は
い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。 

  

■
終
わ
り
に 

　
昔
に
く
ら
べ
る
と
現
在
の
教
育
環
境
は
整
備

が
進
み
、
子
供
た
ち
は
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境

の
も
と
で
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
れ
も
当
時
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

先
人
た
ち
が
教
育
に
力
を
そ
そ
い
だ
結
果
に
あ

り
ま
す
。 

　
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
北
辰
中
学
校
。

こ
れ
か
ら
将
来
を
担
う
健
全
な
青
少
年
の
育
成

が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
れ
以
上
な
い
と

い
う
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
学
び
舎
が

い
つ
ま
で
も
つ
づ
く
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

ち
ょ
う
じ
ゃ
が
は
ら 
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北
辰
中
学
校
創
立

北
辰
中
学
校
創
立
50
周
年
の
歴
史
と
伝
統

周
年
の
歴
史
と
伝
統 
北
辰
中
学
校
創
立

北
辰
中
学
校
創
立
50
周
年
の
歴
史
と
伝
統

周
年
の
歴
史
と
伝
統 
北
辰
中
学
校
創
立
50
周
年
の
歴
史
と
伝
統 

　
昭
和
29
年
か
ら
今
日
ま
で
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
、
北
辰
中
学
校
は
多
く
の
人
材
を

世
に
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
11
月
に
は
同
中
学
校
で
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
設

立
ま
で
の
道
の
り
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
50
年

と
い
う
長
き
に
渡
り
歴
史
と
伝
統
を
守
り
続
け
て
き
た
北
辰
中
学
校
の
歴
史
を
ひ
も
と
い

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                                   

■
北
辰
中
学
校
の
誕
生 

○
当
時
の
状
況 

　
昭
和
22
年
か
ら
新
学
制
が
施
行
さ
れ
、
小

学
校
・
中
学
校
制
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

と
も
な
い
桐
島
村
・
島
田
村
両
村
に
そ
れ
ぞ
れ

中
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
和
島
村

に
合
併
し
て
お
ら
ず
、
ま
だ
桐
島
村
、
島
田
村

で
し
た
。 

　
し
か
し
桐
島
小
中
学
校
は
教
室
不
足
に
苦
し

み
、
２
教
室
を
増
築
し
た
後
も
役
場
２
階
を
仮

教
室
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
数

年
間
ス
シ
づ
め
授
業
が
続
き
ま
す
。 

 

○
統
合
中
学
校
設
立
へ 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
両
村
組
合
立
中
学

校
設
置
の
動
き
が
出
て
、
昭
和
27
年
に
両
村

で
行
な
わ
れ
た
意
向
調
査
で
も
組
合
立
中
学
校

建
設
に
賛
成
す
る
人
が
多
数
で
あ
っ
た
た
め
、

両
村
は
臨
時
会
を
開
き
組
合
立
中
学
校
建
設
を

満
場
一
致
で
議
決
し
ま
し
た
。 

　
学
校
位
置
の
候
補
地
と
し
て
は
、
何
箇
所
か

あ
っ
た
も
の
の
最
終
的
に
久
住
和
馬
所
有
地
（
現

在
の
保
育
所
・
幼
稚
園
）
が
選
ば
れ
ま
す
。
桐

島
小
学
校
と
島
田
小
学
校
か
ら
ほ
ぼ
等
距
離
に

あ
り
、
山
を
崩
し
て
比
較
的
整
地
し
す
い
こ
と

が
選
ば
れ
た
理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  

○
北
辰
中
学
校
開
校 

　
開
校
は
昭
和
29
年
の
１
月
。
教
員
18
名
、

生
徒
数
５
０
８
名
で
開
校
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
第
１
回
卒
業
生
は
３
月
に
卒
業
を
控
え
て

い
る
た
め
旧
校
の
ク
ラ
ス
の
ま
ま
３
学
期
を
お

く
り
、
３
月
に
北
辰
中
学
校
第
一
回
卒
業
生
と

し
て
学
校
を
出
ま
し
た
。 

　
当
初
は
、
両
中
学
校
の
生
徒
の
融
和
に
苦
心

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
部
活
動
や
高
校
進
学

先
で
の
卒
業
生
の
活
躍
な
ど
で
徐
々
に
頭
角
を

あ
ら
わ
し
、
統
合
の
実
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ち
な
み
に
そ
の
１
年
後
昭
和
30
年
に
和

島
村
が
桐
島
村
・
島
田
村
と
の
合
併
で
誕
生
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
両
村
の
合
併
と
平
行
し
て

こ
の
中
学
校
の
設
立
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
り
、
こ
の
中
学
校
統
合
に
い
た
る
経
緯
が

和
島
村
誕
生
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

■
校
名
の
由
来 

　
校
名
は
村
民
か
ら
公
募
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
選
考
の
結
果
、
桐
島
村
島
崎
の
本
間
多

三
治
さ
ん
の
応
募
名
「
北
辰
中
学
校
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。 

　
本
間
多
三
治
さ
ん
の
命
名
意
義
に
よ
る
と
「
三

島
郡
の
北
に
位
し
、
辰
歳
の
起
工
（
※
）
す
、

亦
、
辰
は
十
二
支
の
一
に
し
て
龍
を
象
れ
る
が

故
に
登
竜
門
を
象
徴
す
る
と
の
意
な
り
、
即
ち

郡
北
に
位
置
す
る
青
少
年
の
道
場
に
し
て
登
竜

門
と
の
謂
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。 

　
な
お
、
校
名
佳
作
は
桐
島
村
上
桐
の
小
黒
和

一
郎
さ
ん
の
応
募
し
た
明
教
中
学
校
で
し
た
。 

（
※
　
北
辰
中
学
校
の
起
工
は
昭
和
27
年
。

こ
の
年
は
辰
年
に
あ
た
り
ま
す
。
） 

 

ま
た 

ゆ
え 

か
た
ど 



�
応
援
合
戦 

�
女
子
騎
馬
戦 

�
男
子
棒
倒
し 

�
記
念
品
贈
呈 

�
保
育
園
児
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

�
村
長
式
辞 
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トピックス 

ポ
イ
捨
て
は
ル
ー
ル
違
反
で
す 
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
　
中
学
校
で
体
育
祭 

収
穫
の
秋
　
稲
刈
り
体
験 

火
事
に
は
十
分
ご
用
心
!!
　
保
育
所
・
幼
稚
園
防
火
Ｐ
Ｒ 

長
寿
を
祝
っ
て
　
和
島
村
敬
老
会 

１
０
０
年
の
重
み
　
柄
澤
ツ
マ
さ
ん
１
０
０
歳
の
お
祝
い 

   

　
９
月
２
日

 （火）
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合

の
み
な
さ
ん
が
良
寛
の
里
周
辺
で
毎
年

恒
例
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は

和
島
村
と
出
雲
崎
町
の
２
町
村
合
同
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
だ
ま
だ
多
い

”タ
バ
コ

“
や

”空

き
缶

“
な
ど
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
。
ゴ

ミ
の
散
乱
は
美
観
を
損
な
う
ば
か
り
か
、

そ
こ
で
生
活
を
し
て
い
る
人
た
ち
の
気

持
ち
ま
で
不
快
に
し
ま
す
。
快
適
で
住

み
よ
い
環
境
作
り
の
た
め
に
今
、
求
め

ら
れ
て
い
る
の
が
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ

ル
で
す
。 

　
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
ゴ
ミ
は

決
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
箱
へ
。 

   

　
稲
穂
が
重
た
そ
う
に
頭
を
垂
れ
、
い

よ
い
よ
収
穫
の
季
節
と
な
っ
た
９
月

 12

日
 （金）

桐
島
小
学
校
５
年
生
の
児
童
が
農

協
職
員
の
指
導
の
も
と
稲
刈
り
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
毎
年
体
験
学
習
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
鎌
を
片
手
に

軍
手
、
長
靴
姿
の
子
供
た
ち
は
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
黄
金
色
に
実
っ
た
稲
を
丁

寧
に
刈
り
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な
っ

た
手
作
業
の
稲
刈
り
。
子
供
た
ち
は
収

穫
の
喜
び
と
と
も
に
、
米
作
り
の
大
変

さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
い
ま
し
た
。 

   

　
台
風
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
で
９
月
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
暑
く
な
っ
た
９
月

 13
日

 （土）
、
北
辰
中
学
校
で
体
育
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
青
軍
と
紅
軍
の
２
軍
に
わ

か
れ
た
生
徒
た
ち
は
総
合
優
勝
目
指
し

て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
午
前
、
午
後
合
わ
せ
て

 14
競
技
が
行

わ
れ
、
こ
の
他
に
パ
ネ
ル
と
応
援
の
各

部
門
で
総
合
優
勝
が
争
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
競
技
と
パ
ネ
ル
が
同
点
と
い

う
ほ
ど
の
接
戦
と
な
り
ま
し
た
。 

　
結
果
は
青
軍
が
優
勝
。
勝
っ
た
青
軍
、

負
け
た
紅
軍
と
も
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

は
中
学
校
生
活
の
貴
重
な
思
い
出
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

   

　
子
供
た
ち
か
ら
も
防
火
の
意
識
を
高

め
て
も
ら
お
う
と
毎
年
実
施
し
て
い
る

和
島
消
防
団
の
防
火
Ｐ
Ｒ
が
９
月
７
日

 （日）
、
保
育
所
・
幼
稚
園
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
小
林
消
防
団
長

が
「
火
遊
び
は
絶
対
に
し
な
い
」
「
火

事
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
大
人
に
し
ら
せ

る
」
「
大
人
が
火
を
点
け
た
ま
ま
、
台

所
を
離
れ
た
ら
す
ぐ
に
知
ら
せ
る
」
と

子
供
た
ち
に
３
つ
の
約
束
を
し
ま
し
た
。 

　
今
年
は
残
念
な
が
ら
あ
い
に
く
の
雨

と
な
っ
た
た
め
放
水
体
験
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
消
防
団
員
が
行
う
放
水

を
見
て
子
供
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。 

   

　
９
月

 15
日

 （月）
、「
敬
老
の
日
」の
こ
の
日
、

柄
澤
さ
ん
の
お
宅
に
和
田
正
義
長
岡
健
康

福
祉
環
境
事
務
所
副
所
長
と
笠
原
村
長

が
訪
れ
、国
、県
、村
よ
り
祝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
柄
澤
ツ
マ
さ
ん
は
明
治

 36
年
生
ま
れ
。

現
在
、孫
が
５
人
、曾
孫
が
７
人
、玄
孫
が

１
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

　
少
し
耳
が
遠
い
ら
し
く
、し
っ
か
り
と

会
話
を
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
玄
孫
か
ら
花
束
が
贈

ら
れ
る
と
、や
さ
し
そ
う
な
視
線
を
向

け
て
受
け
取
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

柄
澤
ツ
マ
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。 

   

　
敬
老
の
日
の
９
月

 15
日

 （月）
、
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
村
内
の

 70
歳
以
上
の
お

年
寄
り
を
お
招
き
し
て
、
敬
老
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
笠
原
村
長
が
明
治
、
大

正
、
昭
和
、
平
成
と
激
動
の
時
代
の
中

で
、
今
日
の
日
本
の
繁
栄
と
礎
を
築
い

た
お
年
寄
り
に
対
し
、
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
村
内
有
志
の
皆
さ
ん
よ
る

踊
り
や
幼
稚
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
、
出
席
さ
れ
た
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
は
、
ひ
と
時
の
楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 
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〜
10
月
25
日
・
26
日
開
催
〜

日
開
催
〜 

〜
10
月
25
日
・
26
日
開
催
〜

日
開
催
〜 

〜
10
月
25
日
・
26
日
開
催
〜 

〜
い
き
い
き
大
学
村
外
研
修
〜 

体
育
協
会
主
催 

体
力
測
定
　
参
加
者
募
集

体
力
測
定
　
参
加
者
募
集 

〜
あ
な
た
の
体
は
何
歳
で
す
か
？
〜

〜
あ
な
た
の
体
は
何
歳
で
す
か
？
〜 
体
力
測
定
　
参
加
者
募
集 

〜
あ
な
た
の
体
は
何
歳
で
す
か
？
〜 

　
こ
の
夏
、
手
話
の
表
現
力
と
合
唱
で

の
協
調
性
を
融
合
さ
せ
た
教
室
「
手
話

＆
歌
声
教
室
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
夏
休
み
の
間
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
意
気
込
ん
で
参
加
し

た
小
・
中
学
生
と
保
護
者

 57
名
と
、
こ

の
教
室
実
施
に
向
け
企
画
か
ら
参
画
し

た
４
人
の
高
校
生
の
計

 61
名
の
大
所
帯

で
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
小
学
生
た
ち
の
憧
れ
の
学
び
舎
、
北

辰
中
学
校
音
楽
室
等
を
会
場
に
、
２
曲

の
課
題
曲
に
挑
む
参
加
者
た
ち
は
、
暑

さ
に
も
負
け
ず
額
に
汗
を
浮
か
べ
な
が

ら
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、
村
内
の
指
導
者
と
手
話
サ
ー

ク
ル
「
和
の
会
」
の
み
な
さ
ん
の
指
導

の
も
と
、
芸
能
発
表
会
で
の
発
表
を
目

指
し
練
習
を
重
ね
ま
す
。 

　
 25
日
の
芸
能
発
表
会
で
は
、
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
と
大
人
に
パ
ー
ト
分

け
さ
れ
た
ス
テ
キ
な
歌
声
と
、
や
わ
ら

か
い
表
情
で
表
現
力
豊
か
な
手
話
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
の
世
界
を
お
楽
し
み
に
。 

 

①刺されても絶対にあわてたり騒がない。
動きまわると更に追撃を受けたり、毒の
拡散が早まります。 

②針が残っている時は針を取り、専門の吸
引機等で毒を吸い出す。※口腔内に切傷
などがあると症状が悪化するので避けた
ほうが良い。 

③体内への毒の拡散を防ぐために、患部及
びその周辺を氷などで冷やす。 

④虫刺されの薬を塗る。 

⑤出来るだけ早急に医師の診察を受ける。 

　以上が処置方ですが、蜂に刺されないた
めの予防策として、!蜂の巣や、蜂が飛び交っ
ているところには近付かない。"黒色の服
装や帽子は避けましょう。蜂は黒い部分（髪
の毛・眉毛・眼球）などをめがけて来ます。 

　
９
月

 20
日

 （土）
和
島
村
体
育
協
会
主
催

に
よ
り
「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
」
の

試
合
を
観
戦
し
ま
し
た
。
和
島
村
民
対

象
に
募
集
を
し
ま
し
た
こ
の
企
画
。
な

ん
と
申
込
開
始

 10
分
で
定
員
の

 20
人
に

達
す
る
と
い
う
大
盛
況
！
家
族
連
れ
、

親
子
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
、
女

性
２
人
連
れ
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
参
加

者
と
な
っ
た
ツ
ア
ー
は
、
大
観
衆
、
大

歓
声
に
包
ま
れ
た
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
で
思

い
思
い
の
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
を
し
た

観
戦
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
３
万
８
千
人
の
大
観
衆
の

中
、
応
援
も
エ
キ
サ
イ
ト
。
ゴ
ー
ル
が

決
ま
る
と
皆
さ
ん
一
斉
に
立
ち
上
が
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
に
む
か
っ
て
大
き
な
声
を

出
し
て
喜
び
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。 

　
結
果
も
、
２
―
１
で
「
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
」
が
勝
ち
、
観
戦
に
華
を
添

え
ま
し
た
。 

   
　
ご
自
分
の
体
力
を
測
定
し
て
み

た
く
は
な
い
で
す
か
?!
「
普
段
運

動
し
て
る
け
ど
体
力
年
齢
は
い
く
つ

な
ん
だ
ろ
う
？
」
な
ど
と
思
っ
て

い
る
方
。
こ
の
機
会
に
是
非
参
加

さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
？ 

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

■
期
　
日
　
10
月
26
日

（日） 

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
か
ら 

■
種
　
目 

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
反
復
横

と
び
、
往
復
持
久
走
、
立
ち
幅

と
び
等 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
役
場
　
教
育
委
員
会
ま
で 

（
�
74
―
３
１
１
１
） 

 
 

　
 10
月

 25
日

 （土）
、

 26
日

 （日）
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
イ
ン
・
ワ
シ
マ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
当
日
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
や
、
公
民

館
の
各
種
教
室
の
受
講
生
の
み
な
さ
ん

が
日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表
す
る
「
作

品
展
」
を
は
じ
め
、
民
謡
踊
り
の
団
体

や
小
・
中
学
生
に
よ
る
演
奏
な
ど
の
発

表
の
場
「
芸
能
発
表
会
」
が
行
な
わ
れ

ま
す
。 

　
ま
た
、
住
民
課
に
よ
る
「
健
康
ま
つ

り
」
や
、
和
島
村
消
防
団
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
防
災
Ｐ
Ｒ
活
動
と
バ
ザ
ー
、
更

に
は
、
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
あ
な
た

の
体
の
年
齢
が
わ
か
る

”体
力
・
運
動

能
力
調
査
会

“
」
な
ど
、
内
容
盛
り
沢

山
で
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

　
芸
術
と
運
動
の

”秋
“
、
ご
家
族
、

ご
友
人
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場

く
だ
さ
い
。 

 

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》 

10
月
25
日
（土） 

午
前
９
時
〜
午
後
９
時 

　
〔
作
品
展
・
・
・
小
体
育
館
〕 

　
〔
行
政
コ
ー
ナ
ー
・
・
・
大
体
育
館
〕 

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分 

〔
ち
び
っ
こ
体
育
教
室
・
・
大
体
育
館
〕 

午
後
２
時
〜
４
時 

　
〔
マ
ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
教
室 

　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
大
体
育
館
〕 

午
後
３
時
〜
９
時 

　
〔
消
防
団
防
災
P
R
＆
バ
ザ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
大
体
育
館
〕 

午
後
６
時
〜
９
時 

　
〔
芸
能
発
表
会
・
・
・
大
体
育
館
〕 

 

10
月
26
日
（日） 

午
前
９
時
〜
午
後
９
時 

　
〔
作
品
展
・
・
・
小
体
育
館
〕 

　
〔
行
政
コ
ー
ナ
ー
・
・
・
大
体
育
館
〕 

午
前
９
時
〜
午
後
12
時 

　
〔
健
康
ま
つ
り 

　
　
　
　
　
・
・
・
大
体
育
館
集
合
〕 

午
前
10
時
〜
３
時 

　
〔
お
茶
席
・
・
・
小
体
育
館
〕 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時 

　
〔
体
力
・
運
動
能
力
調
査
会 

　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
大
体
育
館
〕 

　
８
月

 21
日

 （木）
い
き
い
き
大
学
で
は
朱

鷺
メ
ッ
セ
、
白
根
大
凧
と
歴
史
の
館
、

新
潟
県
立
植
物
園
へ
の
村
外
研
修
を
行

な
い
ま
し
た
。 

　
受
講
生

 47
名
は
５
月
１
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
日
本
海
側
随
一
の
ノ
ッ
ポ
ビ
ル

朱
鷺
メ
ッ
セ

 31
階
の
展
望
室
ま
で
シ
ー

ス
ル
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
一
揆
の
登
り

３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

　
白
根
大
凧
と
歴
史
の
館
で
は
国
内
は

も
と
よ
り
国
外
の
様
々
な
凧
を
見
学
し

な
が
ら
昔
を
懐
か
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。 

　
新
津
の
植
物
園
で
は
熱
帯
の
植
物
園

の
色
あ
ざ
や
か
な
花
に
感
嘆
の
声
が
そ

こ
そ
こ
か
ら
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。 

　
夕
方
全
員
無
事
に
帰
村
い
た
し
ま
し

た
。 

 

　
村
内
に
限
ら
ず
各
地
で
活
躍
す
る
“
良

寛
和
島
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
隊
”
の
分

身
チ
ー
ム
が
先
頃
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
名
も

”颯
（
ハ
ヤ
テ
）“
。 

　
参
加
者
は
幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
が
中
心
で
、
初
日
に
は
ナ
ン
ト

 70

人
が
参
加
し
、
本
陣
の
ソ
ー
ラ
ン
隊
の

指
導
の
も
と
、
子
ど
も
も
大
人
も
み
ん

な
元
気
い
っ
ぱ
い
に
踊
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
代
表
の
早
川
亜
由
美
さ
ん
は
「
親
子

で
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
楽
し
め
た
ら

い
い
な
な
ん
て
こ
と
か
ら
声
を
か
け
、

大
勢
の
人
か
ら
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
親
子
で
楽
し
み
な
が

ら
良
い
汗
を
流
し
て
い
き
た
い
な
あ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 



�
歯
科
講
演
会 

�
中
学
生
歯
科
講
演
会 

�
ま
つ
り
で
の
啓
発
活
動 
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い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
で 

地 区 名  

上 小 島 谷  

中 小 島 谷  

下 小 島 谷  

駅 前  

下 富 岡  

若 野 浦  

阿 弥 陀 瀬  

高 畑  

日 野 浦  

中 沢  

梅 田  

東 保 内  

村 田  

城 之 丘  

両 高  

会 　 費  

１５,５００ 

２１,５００ 

２６,５５０ 

４９,０００ 

２８,０００ 

７,０００ 

１４,０００ 

１０,０００ 

２２,０００ 

２８,０００ 

９５,００ 

４６,０００ 

３１,０００ 

１９,０００ 

３７,０００ 

会 　 費  

４６,０００ 

７５,００ 

３５,０００ 

９,５００ 

２５,７５０ 

１１,５００ 

１７,５００ 

２８,５００ 

３１,０００ 

１５,５００ 

１４,５００ 

１０,５００ 

１３,０００ 

３,５００ 

６３３,３００ 

地 区 名  

上 桐  

三 瀬 ヶ 谷  

北 野  

根 小 屋  

荒 巻  

新 田  

中 央  

下 町 上  

下 町 下  

川 端  

道 城 下  

法 善 町  

寺 町  

小 谷  

合 計  

    

○
歯
科
講
演
会 

　
８
月
９
日

 （土）
、
幼
稚
園
に
お
い
て
保
護
者
を
対
象
に
歯
科

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
仙
台
市
の
学
校
歯
科
医

師
、
阿
部
洋
一
郎
氏
で
す
。 

「
む
し
歯
は
治
療
し
な
け
れ
ば
治
り
ま
せ
ん
。
む
し
歯
に
な

ら
な
い
た
め
に
は
し
っ
か
り
と
教
育
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
」
と
講
演
さ
れ
保
護
者
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

○
中
学
生
に
よ
る
歯
科
講
習 

　
８
月

 10
日

 （日）
北
辰
中
学
校
２
年
生
が
ひ
よ
こ
教
室
に
来
た

親
子
に
歯
の
健
康
に
つ
い
て
教
え
る
講
習
会
が
あ
り
ま
し
た
。

４
、
５
人
の
班
に
分
か
れ
た
生
徒
た
ち
は
歯
の
模
型
を
使
っ

た
り
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
紙
芝
居
を
使
っ
た
り
し
て
歯
の
大

切
さ
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
ま
し
た
。 

○
歯
・
口
健
康
つ
く
り
ポ
ス
タ
ー 

　
小
・
中
学
校
生
か
ら
歯
・
口
の
健
康
つ
く
り
に
関
す
る
ポ

ス
タ
ー
・
絵
て
が
み
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
下
の
３

つ
の
作
品
を
は
じ
め
多
く
の
力
作
が
集
ま
り
ま
し
た
。
一
部

は
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
な
り
ま
す
。
子
供
た
ち
が
書
い
た
ポ
ス

タ
ー
を
見
て
歯
・
口
の
健
康
つ
く
り
に
対
す
る
意
識
を
い
つ

ま
で
も
持
ち
続
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

    

　
毎
年
７
月
に
全
国
一
斉
に
行
な
わ
れ

ま
す
法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
は
全
て
の
国
民
が
犯
罪
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
達
の
更
生
に
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
趣
旨
の
も
と
展
開

さ
れ
る
運
動
で
す
。
こ
の
村
内
外
に
お

け
る
普
及
活
動
等
の
大
き
な
財
源
と
な

る
の
が
皆
様
か
ら
お
寄
せ
頂
く
会
費
で

あ
り
ま
す
。
本
年
は
次
表
の
と
お
り
の

実
績
を
収
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

▲ 暑い中 がんばりました 

� 

お
い
し
く 

い
た
だ
き
ま
し
た 

� 

地
区
リ
ハ 

� 

て
い
ね
い
に
配
膳 

� 

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た 
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楽
し
く
て
長
か
っ
た
夏
休
み
ボ
ケ
も
解
消
さ
れ
、
二
学
期
の
活
動
に
も

エ
ン
ジ
ン
が
乗
っ
て
き
た
頃
か
と
思
い
ま
す
。 

　
先
月
に
引
き
続
き
中
学
生
の
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
第
二
段
と
し

て
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

   

　
毎
週
水
曜
日
ゆ
き
わ
り
荘
で
実
施
さ

れ
て
い
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
。
男
女
共
に

三
角
巾
に
エ
プ
ロ
ン
姿
で
奮
闘
し
ま
し

た
。
中
に
は
「
生
魚
を
さ
わ
る
の
は
ち
ょ
っ

と
無
理
…
」
と
い
う
男
子
生
徒
も
。 

　
配
達
の
際
の
様
子
で
は
中
学
生
の
訪

問
に
少
し
驚
き
な
が
ら
も
お
弁
当
を
手

渡
さ
れ
る
と
き
の
利
用
者
の
お
顔
は
い

つ
も
よ
り
笑
顔
が
多
い
感
じ
が
し
ま
し

た
。 

                  

　
工
房
ゆ
き
わ
り
で
は
配
管
金
具
の
袋

詰
の
お
手
伝
い
を
行
な
い
ま
し
た
。
伺
っ

た
、
こ
の
日
は
特
に
大
忙
し
だ
っ
た
ら

し
く
、
中
学
生
の
お
手
伝
い
に
職
員
か

ら
「
大
助
か
り
」
の
お
声
を
頂
き
、
中

学
生
も
伺
っ
た
か
い
が
あ
っ
た
と
う
れ

し
く
思
っ
た
様
子
で
し
た
。 

　
工
房
ゆ
き
わ
り
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
楽
し
く
作
業
を
行
な
い
ま
し

た
。 

    

　
こ
れ
以
外
に
も
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
沢
山
の
活
動
に
中
学

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

皆
様
に
は
こ
の
活
動
や
こ
れ
で
得
た
も

の
を
、
夏
休
み
中
だ
け
の
も
の
と
し
て

終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
何
か

の
機
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。 

  

　
猛
暑
の
８
月
７
日
中
沢
の
ラ
ビ
ッ
ト

フ
ァ
ー
ム
に
お
い
て
草
取
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
あ
ま
り
の

暑
さ
に
参
加
生
徒
、
ス
タ
ッ
フ
共
に
バ

テ
バ
テ
。
ラ
ビ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
指
導
者

の
ご
好
意
で
頂
戴
し
た
ジ
ュ
ー
ス
で
生

き
返
り
ま
し
た
。 

　
昼
食
会
は
日
頃
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
れ
て
い
る
利
用
者
の
方
を
ゆ
き
わ

り
荘
へ
ご
招
待
し
、
お
食
事
い
た
だ
く

と
共
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
た

の
し
ん
で
い
た
だ
き
、
更
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
と
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
く
絶

好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
又
、
こ
の

夏
季
昼
食
会
で
は
夏
休
み
中
の
中
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
並
び
に
児
童
ク
ラ
ブ
の

子
供
た
ち
も
加
わ
り
一
層
に
ぎ
や
か
と

な
り
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
ま
ず
お
茶
席
コ
ー
ナ
ー

に
て
お
抹
茶
を
頂
き
、
ゲ
ー
ム
・
遊
び

コ
ー
ナ
ー
で
は
中
学
生
と
児
童
ク
ラ
ブ

の
子
供
た
ち
と
一
緒
に
水
ぬ
り
え
等
で

童
心
に
返
っ
て
遊
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
昼
食
会
で
は
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
、

な
め
こ
お
ろ
し
そ
ば
、
て
ん
ぷ
ら
、
酢

の
物
・
あ
ん
み
つ
に
舌
鼓
。
そ
の
後
、

県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
佐
藤
ユ

リ
子
氏
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

涙
が
出
る
ほ
ど
大
笑
い
し
て
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
な
お
次
回
は

 12
月
の
開
催

予
定
で
す
。 
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○
火
が
つ
い
た
か
確
認
を 

　
　
ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
点
火

し
た
と
き
は
、
必
ず
火
が
つ
い
た
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。  

○
揚
げ
物
を
し
て
い
る
と
き
は
そ
の
場

を
離
れ
な
い 

　
　
揚
げ
物
な
ど
を
す
る
と
き
は
、
絶

対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
こ
と
。
短

時
間
で
も
離
れ
る
場
合
は
、
必
ず
こ

ん
ろ
の
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。 

○
鍋
を
か
け
た
ら
こ
ん
ろ
か
ら
目
を
離

さ
な
い 

　
　
揚
げ
物
以
外
で
も
、
鍋
を
こ
ん
ろ

の
火
に
か
け
た
ら
目
を
離
さ
な
い
こ

と
。
煮
こ
ぼ
れ
な
ど
に
よ
る
火
の
立

ち
消
え
や
、
加
熱
の
し
す
ぎ
に
よ
る

空
だ
き
な
ど
が
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。 

     

○
地
震
が
お
こ
っ
た
ら 

　
　
あ
わ
て
ず
火
を
消
し
、
ガ
ス
の
元

栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
揺
れ
が
大

き
く
、
ガ
ス
機
器
に
近
づ
け
な
い
と

き
は
、
ま
ず
身
の
安
全
を
図
り
、
揺

れ
が
お
さ
ま
っ
た
後
で
、
使
用
し
て

い
た
こ
ん
ろ
な
ど
を
消
火
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

○
換
気
は
十
分
に 

　
　
ガ
ス
が
燃
焼
す
る
た
め
に
は
多
量

の
新
鮮
な
空
気
を
必
要
と
し
ま
す
。

換
気
扇
を
回
す
な
ど
、
室
内
の
空
気

が
入
れ
換
わ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

○
ガ
ス
漏
れ
に
気
づ
い
た
ら 

　
　
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、
窓
を
開
け
、

空
気
の
入
れ
換
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
イ
ッ
チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
プ
ラ
グ
に

は
、
絶
対
に
触
ら
な
い
こ
と
。
火
花

が
発
生
し
、
爆
発
を
起
こ
す
危
険
が

あ
り
ま
す
。 

　
平
成

 16
年
４
月
か
ら
新
し
く
保
育
所

に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
申
込
受
付

を
、
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。 

■
受
付
期
間 

　
 10
月

 14
日

 （火）
〜

 10
月

 31
日

 （金） 

　
午
前
８
時

 30
分
〜
午
後
５
時 

■
申
込
用
紙
取
扱
及
び
受
付
場
所 

　
役
場
住
民
課
福
祉
係 

■
対
象
児
童 

家
庭
に
お
い
て
、
父
母
、
祖
父
母
等

が
労
働
・
療
養
又
は
病
人
の
看
護
等

の
理
由
で
保
育
で
き
な
い
児
童
。 

■
定
　
員 

　
１
２
０
名 

■
通
常
の
保
育
時
間 

　
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

 30
分 

（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
） 

■
送
　
迎 

　
原
則
バ
ス
通
園
（
た
だ
し
、
３
歳
児

未
満
、
延
長
保
育
希
望
者
に
つ
い
て
は
、

そ
の
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
。
） 

■
保
育
料 

児
童
の
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
や
生

計
を
同
じ
く
す
る
父
母
（
祖
父
母
が

家
計
の
主
催
者
で
あ
る
場
合
は
除
く
）

の
納
め
て
い
る
税
金
額
で
保
育
料
徴

収
基
準
に
よ
り
徴
収
し
ま
す
。 

■
給
　
食 

　
☆
３
歳
児
未
満
児
（
完
全
給
食
） 

　
☆
３
歳
児
以
上
児
（
副
食
給
食
） 

■
必
要
書
類 

　
①
入
所
申
込
書 

　
②
平
成

 15
年
分
源
泉
徴
収
票
（
給
与

所
得
者
は
会
社
か
ら
受
け
取
り
し

だ
い
提
出
し
て
下
さ
い
。
） 

　
③
入
所
調
査
書 

　
④
就
労
証
明
書
（
内
職
や
パ
ー
ト
の

方
は
依
頼
主
・
雇
用
主
の
証
明
） 

※
平
成

 15
年
度
か
ら
引
き
続
き
入
所
を

希
望
さ
れ
る
児
童
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
保
育
所
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
。 

○
延
長
保
育
に
つ
い
て 

　
共
働
き
な
ど
の
家
庭
で
、
通
常
の

保
育
時
間
内
に
送
迎
で
き
な
い
た
め

に
延
長
保
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

保
育
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
住
民
課
・
福

祉
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

    

　
平
成

 16
年
４
月
か
ら
幼
稚
園
に
入
園

を
希
望
す
る
幼
児
の
申
込
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

■
受
付
期
間 

　
 10
月

 14
日

 （火）
〜

 10
月

 31
日

 （金） 

■
入
園
で
き
る
幼
児 

平
成

 10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

 11
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
。 

■
提
出
書
類
及
び
提
出
先 

　
入
園
願
の
用
紙
と
幼
稚
園
に
関
す

る
説
明
書
を
、
保
育
所
を
通
じ
て
幼

児
の
ご
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
幼
稚
園
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
園

願
の
用
紙
は
幼
稚
園
及
び
教
育
委
員

会
に
も
あ
り
ま
す
。 

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

 

シルバー年知らず教室（後半）が始まります 
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シルバー年知らず教室（後半）が始まります シルバー年知らず教室（後半）が始まります シルバー年知らず教室（後半）が始まります 

10月 6日（月） 

11月 4日（火） 

12月 1日（月） 

14日（火） 

10日（月） 

8日（月） 

20日（月） 

18日（火） 

15日（月） 

27日（月） 

25日（火） 

22日（月） 

１．国土利用計画法の届け出とは…国土利用計画法では、国

土の適正かつ合理的な土地利用の確保を図るため、法廷面

積以上の土地取引を行った場合、契約締結日（予約を含む）

から２週間以内に土地の所在する市町村を経由して都道府

県知事に届出をすることを義務づけています。 

○届出義務者：権利取得者 
　　　　　　（売買であれば買主が届出を必要とします） 

○届 出 期 間：契約締結から２週間以内 

○届 出 場 所：土地の所在する市町村役場 

○届 出 事 項：①土地売買等の当事者 ②土地の所在 

　　　　　　　③土地の利用目的 ④土地の対価など 

○法 廷 面 積：①市街化区域⇒2,000�、②左記①を除く都市

　　　　　　  計画区域⇒5,000�、③都市計画区域以外の区

　　　　　　　域⇒10,000�以上（※個々の取引面積は小さ

　　　　　　　くても、土地の総面積が上記の面積以上にな

　　　　　　　る場合には、届出が必要になります。） 

２．届出をしないと 

　土地にかかる契約（予約）をした日から２週間以内に届

出をしなかったり、偽りの届出をすると、法律により罰せ

られることがあります。 

３．お問合せ先…和島村役場企画観光課（�74－3111） 

横断歩道を信号が青のうちにわたりきれますか？ 
 
普段の歩く速さではわたりきれない人。 
あなたの歩行能力は赤信号です。 
今のままでは転ぶ可能性大!!すぐに転倒予防体操をはじめま
しょう 
 

○対　象　75歳前後の方　体力をつけたい方 
　　　　　転んだ経験のある方 
○場　所　和島村保健センター 
○時　間　午前10時～11時30分 
○内　容　体力を測定し、あなたにあった運動メニューで　
　　　　　運動します。 
○定　員　15人前後 
○申　込　10月5日までに役場住民課保健師へ（�74－3111） 

※当日は希望があれば送迎もいたします。 

　また運動のできる服装と靴でおいでください。 

　昨今の高齢化の進展や健康を取り巻く環境の変化により、
がん、循環器（心臓病、脳卒中）、糖尿病、歯周病などの
生活習慣病の増加が深刻な社会問題となっています。 
　そこで、国では平成12年から国民の健康づくり対策に
あたる“21世紀における国民健康づくり運動（健康日本
21）”を推進しています。新潟県でも、“健康にいがた21”
を策定。県民の健康づくり推進に乗り出しました。 
　和島村でも、村民の健康増進を目的に健康づくり計画の
策定を目指しており、村民の方からも村の現状を理解・把
握していただいたなかで、「健康づくりは自分のために」
を合言葉に行政と村民が一緒になって健康づくり計画を作
りたいと考えています。 
　健康づくりに興味のある方のご参加をお待ちしています。 
 
■策定期間　平成15年から平成16年 
■内　　容　健康づくり計画策定委員として、年2～3回
　　　　　　の会議に出席していただきます。 
■応募資格　村内在住の方で健康づくりについて興味のあ
　　　　　　る方 
■募集人員　30代…2名・40～50代…2名 
　　　　　　・60～70代…2名 
■申込期限　10月20日（月） 
■申込方法　役場住民課 
　　　　　　・保健衛生係へお電話でお申し込みください。 
◎お問合せ・お申込み先 
　和島村役場住民課・保健衛生係　� 74-3111（内線251）

　和島村では、今年も高齢者の方（接種日に　和島村では、今年も高齢者の方（接種日に65歳以上歳以上
の者）及び心臓や腎臓などに重い病気のある方（60～
64歳）へ、インフルエンザの予防接種料金の一部を助
成いたします。 
　インフルエンザの予防接種は、高齢者の方がインフ
ルエンザにかかると重症になったり、死亡する人もい
ることから、インフルエンザを未然に防ぐためのもの
です。希望者は役場又は医療機関にご相談ください。 
 
■対 象 者　 ①接種日に65歳以上の方 
　　　　　    ②心臓・腎臓・呼吸器・免疫不全等に重
　　　　　　　い病気のある60歳から64歳の方 
■接種時期　平成15年10月1日～ 
　　　　　　　　　　　　　　平成16年3月31日まで 
■接種場所　木村医院・小黒医院 

（※村外の医療機関で接種を希望される
　方は、専用の予診票が必要となります
　ので、役場住民課へお問い合わせくだ
　さい。） 

■自己負担額　１人1,050円をご負担いただきます。 
　　　　　　（※接種後、病院窓口でお支払いください。） 
■携 行 品　健康手帳・障害者手帳（本人確認のため） 
■接種方法　接種先の病院へ事前に予約をしてください。 
◎お問合せ先 
　和島村役場住民課　保健衛生係　�74-3111（内線251） 
 

　和島村では、今年も高齢者の方（接種日に65歳以上
の者）及び心臓や腎臓などに重い病気のある方（60～
64歳）へ、インフルエンザの予防接種料金の一部を助
成いたします。 
　インフルエンザの予防接種は、高齢者の方がインフ
ルエンザにかかると重症になったり、死亡する人もい
ることから、インフルエンザを未然に防ぐためのもの
です。希望者は役場又は医療機関にご相談ください。 
 
■対 象 者　 ①接種日に65歳以上の方 
　　　　　  ②心臓・腎臓・呼吸器・免疫不全等に重
　　　　　　　い病気のある60歳から64歳の方 
■接種時期　平成15年10月1日～ 
　　　　　　　　　　　　　　平成16年3月31日まで 
■接種場所　木村医院・小黒医院 

（※村外の医療機関で接種を希望される
　方は、専用の予診票が必要となります
　ので、役場住民課へお問い合わせくだ
　さい。） 

■自己負担額　１人1,050円をご負担いただきます。 
　　　　　　（※接種後、病院窓口でお支払いください。） 
■携 行 品　健康手帳・障害者手帳（本人確認のため） 
■接種方法　接種先の病院へ事前に予約をしてください。 
◎お問合せ先 
　和島村役場住民課　保健衛生係　�74-3111（内線251） 
 

○日　程 
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今 月 の テ ー マ 

子供と体力 

　
親
の
世
代
に
比
べ
、
背
も
高
く
、
体
格

も
よ
く
な
っ
た
今
の
子
ど
も
た
ち
。
し
か

し
、
そ
の
体
力
・
運
動
能
力
は
、
昔
の
子

ど
も
た
ち
に
比
べ
て
著
し
く
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
体
力
は
活
動
の
源
で
あ
り
、
健
康
維
持

や
意
欲
・
気
力
の
充
実
に
も
か
か
わ
り
、

人
間
の
発
達
や
成
長
を
支
え
る
う
え
で
基

本
的
な
要
素
で
す
。 

　
子
ど
も
の
体
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

ま
ず
最
初
に
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
体
感
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。 

  

　
文
部
科
学
省
で
は
、
毎
年
、
国
民

を
対
象
に
、
年
齢
別
で
「
体
力
・
運

動
能
力
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
に
よ
る
と
、
 20
年
前
（
昭
和
 56
年
）

の
 11
歳
男
子
の
 50
ｍ
走
平
均
は
８
・
 77

秒
。
で
は
、
平
成
 13
年
の
 11
歳
男
子
の
 50

ｍ
走
平
均
は
何
秒
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
平
成

 13
年
度
の
体
力
・
運
動
能
力

調
査
で
は
、 11
歳
男
子
の

 50
ｍ
走
平
均

は
９
・

 03
秒
。

 20
年
前（
昭
和

 56
年
）の

 11
歳

男
子
よ
り
、０
・

 26
秒
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、 30
年
前
（
昭
和

 46
年
）の

 11
歳

男
子
の
平
均
は
８
・

 80
秒
で
し
た
。 

　
 50
ｍ
走
の
平
均
は
、 11
歳
男
子
だ
け
で
な

く
、
ど
の
年
代
も
同
様
に
、 20
年
前
に
比
べ

低
下
し
て
い
ま
す
。 

 

 

　
「
 50
ｍ
走
」「
持
久
走
」「
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
投
げ
」
は
、基
礎
的
運
動
能
力
を
測

る
目
安
で
す
。
平
成
 13
年
の
中
学
生
と
 20

年
前（
昭
和
 56
年
）の
中
学
生
と
の
基
礎
的

運
動
能
力
を
比
べ
る
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。 

 

　
平
成

 13
年
度
の
体
力
・
運
動
能
力

調
査
で
は
、 12
歳
〜

 17
歳
の
「

 50
ｍ
走
」

「
持
久
走
」「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
」
は
、す
べ

て
 20
年
前（
昭
和

 56
年
調
査
）と
比
較
し
て
、

下
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
子
ど
も
の
体

力
の
低
下
傾
向
は
、昭
和

 60
年
ご
ろ
か
ら
長

期
的
に
続
い
て
い
ま
す
。 

  

　
平
成
 13
年
の
小
学
校
高
学
年
の
女

子
で
、ほ
と
ん
ど
毎
日（
週
３
日
以
上
）、

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
子
は
何
パ
ー
セ
ン

ト
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
ほ
と
ん
ど
毎
日

し
て
い
る
小
学
校
高
学
年
の
女
子
は

約
 30
％
、男
子
は
約

 50
％
。
親
の
世
代
の

 30

年
前
（
昭
和

 46
年
）に
は
、
男
女
と
も

 70
％

を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
世
代
で

は
、運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
が
減
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
子
と
し
な
い
子

で
は
、昔
も
今
も
、前
者
の
ほ
う
が
体
力
・
運

動
能
力
の
平
均
値
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
子
ど
も
は
、
全
体
的
に
体
力

の
低
下
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
子
の
低
下
度
合
い
は
比
較
的

小
さ
く
、し
な
い
子
の
低
下
度
合
い
は
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

                

　
子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
が
低

下
す
る
と
、ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。 

 

　
近
年
、靴
の
ひ
も
が
結
べ
な
い
、ス
キ
ッ

プ
が
で
き
な
い
な
ど
、
体
を
上
手
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
、リ
ズ
ム
を
と
っ
て
体
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
増
え
て

い
ま
す
。
身
体
を
自
分
の
思
う
よ
う
に
操
作

す
る
能
力
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
運
動
を
通

し
て
発
達
し
ま
す
。
し
か
し
、近
年
は
、遊
び

や
運
動
な
ど
を
通
し
て
体
を
動
か
す
機
会

が
減
っ
た
た
め
、身
体
を
操
作
す
る
運
動
能

力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、運
動
不
足
に
よ
っ
て
体
力
が
低
下

す
る
と
、よ
り
一
層
の
運
動
不
足
を
招
き
、肥

満
や
生
活
習
慣
病
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
実
際
、子
ど
も
の
肥
満
は
増
え
て
お

り
、肥
満
に
伴
う
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、さ

ら
に
、将
来
の
糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
幼
児
や
小
学
生
の
と
き
で
な
け
れ

ば
、つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
体
力
・

運
動
能
力
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
具
体

的
に
ど
う
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。 

 

　
器
用
さ
や
リ
ズ
ム
感
な
ど
を
に
な

う
神
経
系
の
発
達
は
、
出
生
直
後
か

ら
急
激
に
発
育
し
、６
歳
ご
ろ
ま
で
に
成
人

の
 90
％
に
も
達
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、バ
ラ
ン

ス
感
覚
な
ど
神
経
系
の
運
動
能
力
の
発
達

に
は
、
幼
児
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
や

遊
び
を
体
験
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
神
経
系
の
運
動
能
力
は
、大
人
に

な
っ
て
か
ら
で
は
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
す
。 

　
子
ど
も
は
発
達
段
階
に
応
じ
て
、必
要
な

体
力
・
運
動
能
力
を
発
達
さ
せ
て
い
く
も
の

で
す
。
子
ど
も
の
体
力
つ
く
り
が
重
要
な
の

は
、そ
の
発
達
段
階
で
な
け
れ
ば
、身
に
つ
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
体
力
・
運
動
能
力
が
あ

る
か
ら
な
の
で
す
。 
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― 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
急
増
中 

― 
　
昨
今
、
お
年
寄
り
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
悪
質
商
法
の
被
害
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
販
売
形
態
も
商
品
か
ら
サ
ー
ビ
ス
ま
で
多
種
多
様
で
す
。 

　
今
月
の
広
報
で
は
、
無
数
に
あ
る
悪
質
商
法
の
な
か
で
特
に
最
近
多
い
も
の
の
傾

向
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

知
っ
て
お
き
た
い

知
っ
て
お
き
た
い 

悪
質
商
法
の
手
口

悪
質
商
法
の
手
口 

被
害
に
あ
わ
な
い

被
害
に
あ
わ
な
い 

た
め
の
５
か
条

た
め
の
５
か
条 

消
費
者
保
護
の

消
費
者
保
護
の 

　
　
　
　
　
活
用

　
　
　
　
　
活
用 

知
っ
て
お
き
た
い 

悪
質
商
法
の
手
口 

被
害
に
あ
わ
な
い

被
害
に
あ
わ
な
い 

た
め
の
５
か
条

た
め
の
５
か
条 

被
害
に
あ
わ
な
い 

た
め
の
５
か
条 

消
費
者
保
護
の

消
費
者
保
護
の 

　
　
　
　
　
活
用

　
　
　
　
　
活
用 

消
費
者
保
護
の 

　
　
　
　
　
活
用 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
仕
方
仕
方 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
仕
方
仕
方 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
仕
方 

消費生活に  
関するお問合せ  

相談電話 
受付時間 

025－285－4196 
10：00～16：30 
日　　　電話相談のみ 
月～金　電話相談・来所相談 
（土曜日・祝日・年末年始は除く） 

新潟県消費生活センター 

また役場企画観光課 
　　　　　（�７４－３１１１）まで 

契
約
解
除
通
知
書 

 

　
　
契
約
年
月
日
　
　
　
平
成
○
年
○
月
○
日 

　
　
商
品
名
　
　
　
○
○
○
○ 

　
　
契
約
金
額
　
　
○
○
○
○
円 

　
　
販
売
会
社
名
　
○
○
株
式
会
社
○
営
業
所
　
担
当
○
○
氏 

 

　
　
　
右
記
日
付
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。
な
お
、
支
払
い
済
み
の 

　
　
○
○
円
を
返
金
し
、
商
品
を
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
○
年
○
月
○
日 

　
　
○
市
○
町
○
丁
○
番
地
　
　
氏
名
○
○
○
○ 

［簡易書留（はがき）の書き方］ ①
自
宅
用
に
必
ず
両
面
を
コ
ピ
ー

①
自
宅
用
に
必
ず
両
面
を
コ
ピ
ー

し
て
お
き
ま
す

し
て
お
き
ま
す 

 

②
郵
便
局
に
行
き
、
配
達
記
録

②
郵
便
局
に
行
き
、
配
達
記
録

郵
便
で
出
し
ま
す
。

郵
便
で
出
し
ま
す
。 

 

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
た
場

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
た
場

合
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に

合
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に

も
出
し
ま
し
ょ
う
。

も
出
し
ま
し
ょ
う
。 

①
自
宅
用
に
必
ず
両
面
を
コ
ピ
ー

し
て
お
き
ま
す 

 

②
郵
便
局
に
行
き
、
配
達
記
録

郵
便
で
出
し
ま
す
。 

 

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
た
場

合
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に

も
出
し
ま
し
ょ
う
。 

○
Ｓ
Ｆ
商
法 

　
安
売
り
な
ど
の
名
目
で
、
人
を
集
め
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
タ
オ
ル
な
ど
の
生
活
用

品
や
タ
マ
ゴ
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
食
料

品
を
景
品
と
し
て
、
無
料
又
は
た
だ
同

然
で
配
り
会
場
を
興
奮
状
態
に
し
た
後
、

目
的
の
「
羽
毛
布
団
」
、
「
健
康
機
器
」

な
ど
高
価
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
の
が

特
徴
で
す
。 

　
こ
の
商
法
は
雰
囲
気
を
最
大
の
武

器
と
し
て
い
る
の
で
、
会
場
に
行
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。「
私
だ
け
は
大

丈
夫
」
と
思
っ
て
も
、
契
約
す
る
ま
で

帰
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
行
か
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。 

　
ま
た
最
近
で
は
、
業
者
が
高
齢
者
の

お
宅
の
車
庫
や
作
業
場
を
会
場
と
し
て

貸
し
て
欲
し
い
と
来
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
業
者
が
来
て
も
貸
し
た

く
な
い
場
合
は
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ

う
。 

○
点
検
商
法 

　
「
下
水
道
の
宅
内
配
管
の
点
検
・
清

掃
に
ま
い
り
ま
し
た
」
と
い
っ
て
特
に

壊
れ
て
い
も
い
な
い
配
管
を
修
理
し
た

よ
う
に
見
せ
か
け
、
高
額
な
修
理
料
金

を
請
求
す
る
商
法
で
す
。 

　
ま
た
下
水
道
の
ほ
か
に
も
シ
ロ
ア
リ

駆
除
、
浄
化
槽
や
屋
根
工
事
な
ど
類
似

の
も
の
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

　
い
ず
れ
も
「
危
険
な
状
態
で
す
」
と

い
っ
た
よ
う
な
事
実
と
異
な
る
こ
と
を

言
っ
て
必
要
の
な
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
売
り
つ
け
る
の
が
特
徴
で
す
。 

　
知
ら
な
い
人
を
家
の
中
に
入
れ
な
い

こ
と
。
ま
た
「
無
料
で
点
検
し
ま
す
」

と
い
う
場
合
も
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た

甘
い
言
葉
に
も
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す
。 

　
な
お
和
島
村
役
場
で
は
下
水
道
の
点

検
・
清
掃
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
下
水
道
の
流
れ
が
悪

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
地
域

開
発
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

   

①
は
っ
き
り
と
断
る 

　
中
途
半
端
な
態
度
や
優
柔
不
断
な
対

応
は
相
手
に
つ
け
入
る
ス
キ
を
与
え
ま

す
。
「
今
は
間
に
合
っ
て
い
ま
す
」
や

「
後
で
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
合
理
的

な
理
由
を
付
け
て
断
る
の
で
は
な
く
、

い
ら
な
い
も
の
は
「
い
ら
な
い
」
と
は
っ

き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。 

 

②
そ
の
場
で
契
約
し
な
い 

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
言
う
こ
と
を
う
の

み
に
せ
ず
、
よ
く
確
か
め
て
、
家
族
や

友
人
な
ど
信
頼
で
き
る
人
と
相
談
し
ま

し
ょ
う
。 

 

③
身
分
と
要
件
を
し
っ
か
り
確
認 

　
悪
質
な
業
者
は
身
分
を
偽
っ
た
り
、

初
め
は
販
売
の
意
図
を
隠
し
た
り
し
ま

す
。
見
知
ら
ぬ
人
の
親
し
げ
な
接
近
・

訪
問
は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

④
し
つ
こ
い
相
手
に
は
１
１
０
番 

　
あ
ま
り
に
し
つ
こ
い
勧
誘
だ
か
ら
と

い
っ
て
根
負
け
し
て
契
約
す
る
の
で
な

く
１
１
０
番
し
ま
し
ょ
う
。 

 

⑤
家
族
で
よ
く
話
し
合
う 

　
昼
間
は
高
齢
者
だ
け
と
い
う
世
帯
で

は
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
や
約
束
を

し
な
い
な
ど
、
家
族
間
で
よ
く
話
し
合

い
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。 

   

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度 

　
予
期
せ
ぬ
訪
問
と
巧
み
な
勧
誘
に
の

せ
ら
れ
る
と
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な

い
こ
と
が
多
い
た
め
、
熟
慮
す
る
期
間

が
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
訪
問
販
売
な

ど
、
８
日
以
内
（
マ
ル
チ
商
法
の
場
合

は
 20
日
以
内
）
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
か

ら
無
条
件
で
契
約
解
除
が
で
き
る
制
度

で
す
。 

　
ま
た
業
者
に
違
約
金
を
請
求
さ
れ
て

も
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
お
金

を
払
っ
て
い
る
場
合
は
そ
の
金
額
を
返

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
商
品

引
取
り
に
要
す
る
費
用
も
業
者
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
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児
童
手
当
受
給
者
の 

　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ 

司
法
書
士 

　
　
　
無
料
相
談
週
間 

す
こ
や
か
・
と
も
し
び 

ま
つ
り
２
０
０
３ 

介
護
老
人
保
健
施
設 

ぶ
ん
す
い
登
録
ホ
ー
ム 

ヘ
ル
パ
ー
募
集 

特
設
人
権
相
談
所
を 

　
　
　
　
開
設
し
ま
す 

年
金
移
動
相
談
所 

行
政
相
談
所
を 

　
　
　
　
開
設
し
ま
す 

 

   

　
 10
月
期
の
児
童
手
当
（
平
成

 15
年
６

月
か
ら
平
成

 15
年
９
月
分
）
を

 10
月

 10

日
に
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に

お
振
込
み
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

■
支
給
額 

　
第
１
子
…
…
５
、０
０
０
円 

　
第
２
子
…
…
５
、０
０
０
円 

　
第
３
子
…
１
０
、０
０
０
円 

■
支
給
対
象
者 

・
小
学
校
就
学
前
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
者 

・
前
年
の
収
入
が
一
定
額
に
満
た
な
い

も
の 

   

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は

 10
月
１
日

の
「
法
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
会
員
各

事
務
所
に
お
い
て
無
料
で
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
。 

■
期
　
間 

　
 10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で 

（
平
日
の
執
務
時
間
に
お
い
て
） 

■
場
　
所
／
県
内
司
法
書
士
事
務
所 

■
内
　
容 

　
訴
訟
、
登
記
、
供
託
等
に
関
す
る
法

律
相
談 

■
相
談
費
用
／
無
料 

■
お
問
合
せ 

　
新
潟
県
司
法
書
士
会 

　
（
�
０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９
） 

   

　
す
こ
や
か
・
と
も
し
び
ま
つ
り
は
「
福

祉
と
健
康
の
祭
典
」
で
す
。
福
祉
や
健

康
に
関
す
る
団
体
の
活
動
紹
介
や
作
品

展
示
、
参
加
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
通

し
て
、
社
会
福
祉
や
健
康
作
り
に
対
す

る
理
解
や
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
参
加
団
体
間
、
障
害
者
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。 

■
期
　
日 

　
 10
月

 11
日

 （土）
・

 12
日

 （日） 

■
会
　
場
／
ハ
イ
ブ
長
岡 

■
内
　
容 

○
健
康
ゾ
ー
ン 

　
健
康
関
連
団
体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
等
の
参
加
型
ブ
ー
ス
、
健
康
に

関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー 

○
障
害
者
ゾ
ー
ン 

　
障
害
者
施
設
・
団
体
の
作
品
展
示
、

活
動
紹
介 

○
高
齢
者
ゾ
ー
ン 

　
高
齢
者
施
設
の
作
品
展
示
、
施
設
紹

介
等 

○
相
談
コ
ー
ナ
ー 

　
介
護
・
健
康
に
関
す
る
相
談
を
受
付 

○
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
芸
能
発
表
（

 11
日
）

ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト

 in
長
岡
（

 12
日
） 

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
（

 12
日
の
み
） 

■
お
問
合
せ 

　
長
岡
市
役
所
　
福
祉
総
務
課 

　
（
�

 39
―
２
２
１
７
） 

    

　
介
護
老
人
保
健
施
設
ぶ
ん
す
い
で
は

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
登
録
ヘ
ル

パ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す 

■
職
　
種
／
登
録
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 

■
資
　
格
／
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級 

　
　
　
　
　
普
通
自
動
車
免
許 

■
募
集
人
員
／
若
干
名 

■
採
用
試
験
／
随
時 

■
勤
務
時
間 

　
応
相
談
（
１
日
２
、３
時
間
で
も
可
） 

■
時
　
給
／
９
３
０
円 

（
時
間
外
・
深
夜
割
増
等
は
あ
り
） 

■
交
通
費
／
１
�

 15
円
（
別
途
支
給
） 

■
お
問
合
せ 

　
介
護
老
人
保
健
施
設
ぶ
ん
す
い 

　
総
務
　
近
藤 

（
�
０
２
５
６
―

 91
―
３
３
３
３
） 

        

　
行
政
相
談
所
と
は
国
の
行
政
機
関
の

仕
事
や
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法

人
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
要
望
が

あ
る
と
き
に
、
相
談
を
受
け
た
り
必
要

な
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
、
そ
の
解
決
や

実
現
の
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。 

　
相
談
は
総
務
省
新
潟
行
政
評
価
事
務

所
（
�
０
２
５
―
２
２
４
―
１
１
０
０
）

の
ほ
か
、
総
務
大
臣
か
ら
嘱
託
さ
れ
て

い
る
行
政
相
談
員
の
小
林
昇
一
さ
ん
（
村

田
�

 74
―
３
４
８
８
）
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
和
島
村
で
は
、
次
の
日
程
で

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
困
っ
て

い
る
こ
と
や
分
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
日
　
時 

　
 10
月

 14
日

 （火） 

　
午
前

 10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

■
会
　
場 

　
役
場
３
階
「
大
会
議
室
」 

■
相
談
員 

　
小
林
昇
一
さ
ん 

■
お
問
合
せ 

　
役
場
総
務
課
（
�

 74
―
３
１
１
１
） 

　
担
当
　
東
條
ま
で 

   

　
み
な
さ
ん
が
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
困
り

ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
法

務
局
や
村
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
親
子
、
夫
婦
、
扶
養
、
名

誉
、
い
じ
め
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
次
の
日
程
で
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
。
人
権
に
つ
い
て

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

■
日
　
時 

　
 10
月

 14
日

 （火） 

　
午
前

 10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

■
会
　
場
／
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー 

■
相
談
員 

　
遠
藤
て
つ
子
さ
ん
（
村
田
） 

　
山
田
　
　
勝
さ
ん
（
城
之
丘
） 

　
新
潟
地
方
法
務
局
柏
崎
支
局
担
当
者 

■
お
問
合
せ 

　
役
場
住
民
課
　
窓
口 

（
�

 74
―
３
１
１
１
） 

   

　
日
頃
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
や
、
皆
さ
ん
自
身
の

年
金
等
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
次
に
よ
り
年
金
移
動
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
当
日
は
厚
生
年
金
に
関
す
る

相
談
や
年
金
請
求
の
手
続
き
な
ど
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
日
　
時 

　
 10
月

 23
日

 （木） 

　
午
前

 10
時
か
ら
午
後
３
時 

■
会
　
場 

　
和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

■
相
談
員 

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
係
官 

■
相
談
内
容 

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、 

　
そ
の
他
年
金
一
般 

■
お
問
合
せ 

　
役
場
住
民
課
　
住
民
福
祉
係 

（
�

 74
―
３
１
１
１
） 

INFORMATION

10月の納税・納入 
村 県 民 税  

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

○ 

○

○ 

○ 

○ INFORMATION

役場　�74－3111　FAX74－2791

長岡広域圏イベント情報 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

『天領まつり』 

◆期　日／10月12日（日） 
◆会　場／出雲崎町中央公民館 
◆内　容／江戸時代の金銀荷揚げと佐渡への渡海を再

現する一大時代絵巻が繰り広げられます。 
◆問合せ／天領まつり実行委員会（� 78－2219） 

出雲崎町 

『産業まつり』 

◆期　日／10月19日（日） 
◆会　場／中之島町役場ほか 
◆内　容／メインは新米コシヒカリ10俵を使用した「ジ

ャンボおにぎり」の製作。特産物秋のおす
そわけほか、イベント盛り沢山です。 

◆問合せ／中之島町産業課（� 61－2015） 

中之島町 

『とちお竹細工実演』 

◆期　日／10月2５日（土）26日（日） 
◆会　場／道の駅Ｒ２９０とちお 
◆内　容／昔ながらの“技”が生み出す竹の味わい。

世界に一つだけの竹アイテムが生まれる工
程をご覧いただけます。 

◆問合せ／栃尾市観光協会（� 51－1195） 

栃尾市 

10月 

水 木 金 土 火 月 日 

    1 2 3 4 

 5 6 7 8 9 10 11 

 12 13 14 15 16 17 18 

 19 20 21 22 23 24 25 

 26 27 28 29 30 31

10月の救急診療のご案内 

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 
 

■休日救急当番医表�

■お問い合せ及び連絡先�
長岡赤十字病院  
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
明 石 医 院  
小 林 医 院  

■内科、小児科、外科、歯科の昼間�
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（�35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科・小児科・外科  
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

�28－3600 
�35－3700 
�33－3111 
�32－3262 
�27－7755

斎 藤 医 院  
杉 本 医 院  
セントポーリアウィメンズクリニック 
トマト・レディス・クリニック 
丸 岡 医 院  

�32－4499 
�32－1546 
�21－0800 
�39－7111 
�39－2422

■休日救急当番医表�
区　　分 午前10時～午後５時 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 

  12日（日）�

  13日（祝）�

    5日（日）�

  19日（日）�
  26日（日）�

トマト・レディス・クリニック 
セ ントポ ーリア  
ウィメンズクリニック 
杉 本 医 院  
明 石 医 院  
斎 藤 医 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  
 
立 川 綜 合 病 院  
長 岡 赤 十 字 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  
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○お問合せ…住民課福祉係（� 74－3111） 

２日（木） 
３日（金） 
９日（木） 
10日（金） 
16日（木） 
17日（金） 

10月の出前予定先 
下町上集会場（島崎） 
両高集落センター 
北野集落センター 
下小島谷ふれあいセンター 
日野浦集落センター 
下富岡集落開発センター 

Ｑ
　
最
近
シ
ー
ラ
ン
ト
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
シ
ー
ラ

ン
ト
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
 

 Ａ
　
シ
ー
ラ
ン
ト
と
は
む
し
歯
予

防
処
置
の
一
つ
で
す
。
 

　
萌
出
後
間
も
な
い
時
期
の
奥
歯

は
ま
だ
歯
の
質
が
弱
く
、
ま
た
奥

歯
に
は
複
雑
な
形
を
し
た
溝
が
あ
り
、

そ
こ
に
細
菌
や
食
べ
か
す
が
た
ま

り
や
す
い
う
え
、
歯
ブ
ラ
シ
の
毛

先
よ
り
も
細
い
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、

歯
磨
き
で
歯
垢
を
完
全
に
取
り
除

く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
 

　
シ
ー
ラ
ン
ト
は
、
そ
の
奥
歯
の

溝
に
合
成
樹
脂
な
ど
を
つ
め
て
埋

め
て
し
ま
う
方
法
で
す
。
特
に
学

校
で
の
歯
科
健
診
で
Ｃ
Ｏ
（
シ
ー
オ
ー
）

と
診
断
さ
れ
た
歯
に
対
し
て
、
シ
ー

ラ
ン
ト
処
置
は
有
効
で
す
。
 

　
シ
ー
ラ
ン
ト
処
置
は
、
歯
を
削

る
こ
と
が
な
い
た
め
、
痛
み
も
な

く
短
時
間
で
す
む
簡
単
な
方
法
で
す
。

シ
ー
ラ
ン
ト
の
処
置
は
歯
科
医
院

で
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
シ
ー
ラ
ン
ト
が
適
切
に
保

持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
高
い
む
し
歯

予
防
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）
 

開設日 

1日（水） 

8日（水） 

15日（水） 

22日（水） 

29日（水） 

活動内容 開催場所 開催時間 

 

 

午前９時３０分 

から 

午前１１時３０分 

のんびり遊ぼう 

おもちゃを作ろう 

歌って踊ろう 

バス遠足 

発育測定 

楽しい紙しばい 

 

保育所 

保育所 

保育所 

与板河川公園 

保育所 



歯
、口
の
健
康
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と 

 

桐
島
小
学
校
６
年
　
阿
部
明
寿
美 

　
私
は
、
一
年
生
の
こ
ろ
か
ら
、

ジ
ュ
ー
ス
を
あ
ま
り
飲
ま
な
い
で

お
茶
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
な
ぜ

か
ジ
ュ
ー
ス
よ
り
お
茶
の
方
が
お

い
し
く
て
、
特
に
烏
龍
茶
が
自
分

の
一
番
い
い
お
茶
で
す
。
一
年
に

一
回
は
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
け
ど
、

そ
の
あ
と
に
は
、
必
ず
歯
み
が
き

を
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
一
つ
は
、
あ
ま
い
物
を
食

べ
な
い
こ
と
で
す
。
実
は
私
は
、

あ
ま
い
物
は
あ
ま
り
好
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
ま
い
物
は
、
三
年

生
く
ら
い
か
ら
あ
ま
り
食
べ
な
く

な
り
ま
し
た
。
一
年
に
一
回
く
ら

い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
ま
す
が

そ
の
後
に
必
ず
歯
み
が
き
を
し
ま

す
。 

　
今
日
、
歯
科
衛
生
士
の
先
生
か

ら
指
導
を
う
け
て
歯
石
を
と
る
方

法
が
わ
か
り
ま
し
た
。
歯
石
は
小

さ
い
け
ど
、
早
め
に
病
院
に
行
っ

て
、
取
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
う
ら
の
歯
は
、

歯
ブ
ラ
シ
の
下
を
使
っ
た
方
が
い

い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
あ
と
歯

を
一
本
一
本
磨
く
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
目
標
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず

一
つ
は
、
朝
昼
夜
と
ご
飯
を
食
べ

終
わ
っ
た
後
は
、
必
ず
歯
み
が
き

を
す
る
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、

歯
を
一
本
一
本
み
が
い
て
一
秒
ず

つ
み
が
く
こ
と
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
歯
を
大
事
に
し
て
、

一
本
ず
つ
て
い
ね
い
に
み
が
き
た

い
で
す
。 

＊事前オリエンテーション（11月21日(金)午後7時から長 
　岡市立劇場）に参加できる方 

※定員を越えた場合は、抽選で参加者を決定いたします。 

URL:http://www.kouiki .nagaoka.ni igata.jp
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三
島
郡
こ
こ
ろ
の 

　
　
　
　
　  

健
康
講
座 

土
木
施
設
見
学
会 

　
　
　
　  

　
in
よ
い
た 

長岡地域広域行政組合 
11月29日（土） 
午後6時～午後9時 
長岡市　ホテルニューオータニ長岡 
 
圏域内在住25歳以上の独身男性50名 
 
 
20歳以上の独身女性50名 
 

男性　8,000円 
女性　3,000円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10月1日（水）～11月7日（金）必着 
〒940－0084　長岡市幸町2－1－1 
長岡市役所幸町分室２階　長岡地域広
域行政組合 
（�37－6067） 
男性はスーツかジャケット、女性はプ
チフォーマルな格好でお越しください。 

　任意の用紙に住所・氏名・年齢・性別・電話番号・
趣味・特技を明記して、返信封書（住所・氏名を記
入し切手を貼ったもの）を同封のうえ、封書でお申
し込みください。 
　長岡地域広域行政組合ホームページでからの申し
込みも可。＊後ほど返信用封筒を長岡地域長岡行政
組合まで提出していただきます。 

☆主　　　催 
☆日　　　時 
 
☆場　　　所 
☆対　象　者 
　男　　　性 
 

 
　女　　　性 
 
☆参　加　費 
 
☆申し込み方法 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
☆申 込 期 間 
☆申込・お問合せ先 
 
 
 
☆当日の服装 

   

　
精
神
疾
患
や
精
神
障
害
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
普
及
啓
発
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
の
意

識
を
高
め
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
の
理

解
を
す
す
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
三
島

郡
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
」
を
実
施
い
た

し
ま
す
。 

■
対
象
者 

　
三
島
郡
内
の
地
域
住
民
で
全
日
程

に
参
加
で
き
る
人 

■
会
　
場 

　
三
島
町
交
流
セ
ン
タ
ー 

た
だ
し
、
３
回
目
の
作
業
所
見
学
の

み
、
与
板
町
保
健
セ
ン
タ
ー 

■
時
　
間 

　
午
後
１
時

 30
分
〜
４
時
ま
で 

■
内
　
容 

・
 10
月

 31
日

 （金） 

　
ス
ト
レ
ス
と
心
の
健
康 

・
 11
月
６
日

 （木） 

　
こ
こ
ろ
の
病
っ
て
何
だ
ろ
う 

・
 11
月

 13
日

 （木） 

　
作
業
所
見
学
と
メ
ン
バ
ー
交
流 

・
 11
月

 20
日

 （木） 

　
地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
た
め
に 

■
申
込
締
切
／

 10
月

 17
日

 （金） 

※
第
１
回
の
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
丸
山

直
樹
医
師
よ
る
講
義
は
公
開
講
座
と

な
り
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。 

　
　
全
て
の
日
程
で
送
迎
は
あ
り
ま
せ

ん
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
役
場
住
民
課
　
保
健
衛
生
係 

　
（
�

 74
―
３
１
１
１
） 

 

   

　
与
板
土
木
事
務
所
で
は
、

 11
月

 18
日

の
「
土
木
の
日
」
に
ち
な
み
公
共
事
業

の
重
要
性
・
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
実
施
中
の
工
事
箇
所
を
中
心

に
土
木
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
今
年
も
、
実
施
中
の
工
事
箇
所
と
と

も
に
、
昨
年
度
か
ら
加
え
た
地
域
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
「
良
寛
ゆ
か
り
の
地
」

を
一
緒
に
見
学
す
る
計
画
で
す
。 

■
日
時
／

 11
月
１
日

 （土） 

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
５
時 

■
行
程 

午
後
１
時

 20
分
和
島
村
参
加
者
役
場

集
合 

黒
川
河
川
改
修
事
業
（
み
し

ま
大
橋
橋
梁
工
事
） 

逆
谷
道
路
事

業 

出
雲
崎
バ
リ
ア
ー
フ
リ
歩
道
整

備
事
業 

良
寛
記
念
館 

光
照
寺 
出

雲
崎
海
岸
急
斜
面
地
対
策
事
業 
柿

の
木
バ
イ
パ
ス
道
路
事
業 

与
板
バ

リ
ア
ー
フ
リ
歩
道
整
備
事
業 

そ
の

後
役
場
へ 

■
参
加
者
数
／
先
着

 60
名 

■
参
加
費
／
無
料 

■
締
め
切
り
／

 10
月

 15
日

 （水） 

■
そ
の
他 

な
お
現
地
視
察
の
際
は
雨
天
も
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
長
靴
、
雨
具
の
用
意

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
土
木

事
務
所
で
準
備
し
ま
す
。 

■
申
し
込
み
先 

　
役
場
地
域
開
発
課 

　
�

 74
―
３
１
１
１ 

■
お
問
合
せ 

　
与
板
土
木
事
務
所
計
画
調
整
課 

　
�

 72
―
３
１
８
４ 
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痴
呆
介
護
実
務
者 

研
修
公
開
講
座 

「
引
き
こ
も
り
依
存
症
」 

　
と
い
う
こ
と 

キ
ャ
リ
ア
応
援
セ
ミ
ナ
ー 

　
　
　
　
　
　
　 

開
催 

10月は労働保険適用促進月間です 10月は労働保険適用促進月間です 10月は労働保険適用促進月間です 
～しっかりサポート労働保険～ 

 

善
意
を
あ
り
が
と
う 

 

　
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方

よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

金
子
自
動
車
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

様 

労働保険は、労働者を雇用している事業主は必ず加入し
なければなりません。労働保険とは雇用保険と労災保険
の総称です。  
・雇用保険とは労働者が失業した場合に給付を行なう他、
高齢者が賃金低下した際や、育児、介護で会社を休まざ
るを得ないときでも働くことができるように給付を行な
うものです。  
・労災保険とは、労働者が業務上の事由または通勤によっ
て負傷、病気、あるいは死亡した場合に労災労働者や遺
族の方に必要な保険給付を行なうものです。  

○加入手続きを怠っていた場合には 
　事業主が故意または重大な過失により労災保険の保険
関係成立届を提出していない期間中に労働災害が生じ労
災保険給付を行なった場合、遡及して労働保険料を徴収
するほか労災保険給付に要した費用の一部を徴収するこ
ととなっています。  

■労働保険の加入手続等お問合せ 
　長岡労働基準監督署（�33－9711）までお問合せくだ
さい。 

新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄りやその家

族の方々が抱える悩みごとや、心配ごとの相談を無料
でお受けしています。 
　なお、平成15年10月から11月の相談日程は次の通りです。 

相談電話 025－285－4165

相談の種類  

よろず相談  

専門相談（予め予約が必要です） 

法 律  

医 　 　 療  

痴 　 　 呆  

公的年金・保険 

税 　 　 金  

健康・介護  

相 談 時 間  

毎週月曜日から金曜日  
9：00～17：00まで 
　　　　（土日祝日・年末年始は除く） 

13：00～16：00

13：30～15：30

14：00～16：00

13：30～15：30

10：00～12：00

10：00～16：00

10月 11月 

6、14、20 
23、27

1

15

7

10

9

4、10、17 
25、27

5

19

4

14

13

   

　
社
会
福
祉
法
人
長
岡
三
古
老
人
福
祉

会
で
は
痴
呆
介
護
実
務
者
研
修
の
公
開

講
座
を
行
な
い
ま
す
。
講
演
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
無
料
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

■
日
　
程 

　
 11
月
６
日

 （木） 

■
時
　
間 

　
午
後
１
時
〜
４
時

 30
分 

■
会
　
場 

　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ 

　
「
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
」 

■
テ
ー
マ 

　
外
部
評
価
の
取
組
を
通
し
て
痴
呆

の
人
の
ケ
ア
の
課
題
を
考
え
る 

■
定
　
員 

　
４
０
０
人 

■
内
　
容 

○
講
演 

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ア
イ
ヘ
ル
プ
ユ
ー 

　
代
表
　
新
津
ふ
み
子
さ
ん 

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

・
呆
け
老
人
を
抱
え
る
家
族
の
会
新
潟

　
支
部
　
会
長
　
金
子
裕
美
子
さ
ん 

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ア
イ
ヘ
ル
プ
ユ
ー 

　
事
務
局
長
　
要
厚
子
さ
ん 

・
痴
呆
介
護
指
導
者 

　
近
藤
和
義
さ
ん 

　
佐
々
木
勝
則
さ
ん 

　
小
林
美
砂
子
さ
ん 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
槙
山
け
や
き
苑 

（
�

 29
―
２
５
０
０
） 

   

　
高
い
失
業
率
、
フ
リ
ー
タ
ー
化
、
パ

ラ
サ
イ
ト
化
、
引
き
こ
も
り
、
ネ
ッ
ト

自
殺
な
ど
若
者
の
危
機
が
多
面
的
な
色

合
い
を
見
せ
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
問
題
な
の
は
、
近
年
ま
で
社
会

的
認
知
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
「
引
き
こ

も
り
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
れ
は
、
百
数
十
万
と
い
わ
れ
る
数
の

多
さ
、
期
間
の
長
さ
、
家
族
の
疲
弊
、

社
会
的
対
応
の
少
な
さ
に
お
い
て
よ
り

際
立
っ
て
深
刻
と
い
え
る
と
思
わ
れ
ま

す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
斎
藤
学
先

生
は
精
神
科
医
と
し
て
、
日
々
の
臨
床

の
中
で
、
時
代
に
先
駆
け
て
、
そ
の
本

質
を
と
ら
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
引
き
こ
も
り
問
題
を
嗜
癖
（
し
へ

き
）
の
病
＝
依
存
症
の
観
点
か
ら
「
引

き
こ
も
り
依
存
症
」
と
し
て
と
ら
え
た

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
般
市

民
と
専
門
職
の
方
と
を
問
わ
ず
、
今
後

の
方
向
性
を
得
る
上
で
も
、
大
変
期
待

さ
れ
る
講
演
で
す
。 

■
日
　
時
／

 11
月
２
日

 （日） 

■
受
　
付
／
午
前
９
時

 30
分 

■
開
　
演
／
午
前

 10
時 

■
場
　
所
／
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル 

■
入
場
料
／
１
０
０
０
円 

■
お
問
合
せ 

　
第

 14
回
日
本
嗜
癖
行
動
学
会
事
務
局 

　
（
�
０
２
５
８
―

 24
―
３
９
３
０
） 

             

　
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー

で
は
若
年
求
職
者
を
対
象
に
キ
ャ
リ
ア

応
援
セ
ミ
ナ
ー
（
中
越
ブ
ロ
ッ
ク
）
を

行
な
い
ま
す 

　
時
代
変
化
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

必
要
性
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
進
め
方
を

学
び
職
業
、
職
務
理
解
を
通
し
、
あ
な

た
の
今
・
今
後
に
役
立
つ
能
力
開
発
情

報
の
提
供
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
関
す

る
講
習
会
で
す
。 

■
日
　
時 

　
 10
月

 22
日

 （水）
〜

 24
日

 （金） 

　
午
前

 10
時
〜
午
後
３
時

 30
分 

■
会
　
場 

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟 

　
（
長
岡
市
住
吉
３
―
１
―
１
） 

■
定
　
員 

　
 30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
） 

■
参
加
費
／
無
料 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー 

（
�
０
２
５
―
２
４
０
―
０
５
３
１
） 
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